
１
・
長
崎
家
の
藺
方
志
向
の
形
成
と
改
姓

同
家
初
代
荻
原
孫
兵
衛
は
長
崎
へ
遊
学
、
オ
ラ
ン
ダ
流
外
科
を

修
得
し
た
。
元
禄
の
頃
高
岡
へ
来
て
開
業
し
た
が
、
閏
方
外
科
と

し
て
評
判
に
な
り
、
世
人
は
本
名
を
呼
ば
ず
、
長
崎
医
者
と
呼
び

な
ら
わ
し
、
そ
れ
が
通
り
名
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
同
家
で
は
改

姓
を
し
て
長
崎
を
名
乗
る
と
い
う
対
応
を
示
し
た
。

こ
れ
は
ま
た
逆
に
、
子
孫
に
対
し
、
藺
方
外
科
へ
の
知
識
欲
を

呼
ぶ
結
果
と
な
り
、
以
後
は
北
陸
の
地
に
あ
っ
て
も
機
会
を
捕
え

て
藺
方
医
学
を
志
向
す
る
伝
統
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ

プ
（
》
○

２
．
蓬
洲
の
実
父
と
蓬
洲
の
修
業
時
代

①
実
父
吉
川
唯
右
衛
門
敬
明
の
人
物

長
崎
家
三
代
目
玄
貞
に
男
子
が
な
く
、
富
山
藩
士
吉
川
敬
明
（
町
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高
岡
長
崎
家
の
子
弟
教
育
に
つ
い
て

’
四
代
蓬
洲
、
五
代
浩
斎
を
中
心
に
Ｉ

正
橋
剛
二

奉
行
、
八
○
石
）
の
二
男
吉
五
郎
を
迎
え
て
嗣
子
と
し
た
が
、
僅
か

四
年
後
蓬
洲
一
五
歳
の
と
き
玄
貞
は
没
し
た
。
敬
明
は
武
士
で
あ

っ
た
が
甚
だ
学
究
的
な
人
物
で
、
天
明
八
年
に
は
「
救
民
要
藥
』

（
内
題
、
の
ち
浩
斎
は
「
蓼
山
翁
方
集
」
と
題
簔
を
付
け
た
。
こ
れ
は
昨

年
の
学
会
で
演
者
が
紹
介
し
た
）
を
自
か
ら
編
集
し
て
蓬
洲
に
贈
っ

て
い
る
が
、
こ
の
書
は
「
越
中
天
明
類
聚
方
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
と
演
者
は
考
え
て
い
る
。

②
蓬
洲
の
師
金
子
李
安
山
と
京
都
遊
学

長
崎
家
へ
来
た
蓬
洲
は
そ
の
翌
年
か
ら
高
岡
の
累
代
の
名
門
医

家
金
子
氏
に
つ
い
て
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
大
成
論
、
十
四
経
な
ど

を
習
っ
た
。
天
明
四
年
二
○
歳
の
四
月
よ
り
十
月
、
京
都
に
遊
学
、

楢
林
由
仙
に
つ
い
て
外
科
を
学
ぶ
傍
ら
、
山
田
情
次
郎
、
皆
川
、

那
波
氏
に
つ
い
て
儒
学
も
修
め
た
。
僅
か
半
年
の
滞
在
だ
っ
た
の

で
楢
林
氏
の
奥
儀
書
に
接
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
帰

国
に
先
立
ち
、
御
室
法
親
王
に
謁
し
て
法
橋
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
す
で
に
医
謹
誌
上
で
報
告
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
敬
明
の
意
向
と
後
楯
が
働
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

晩
年
口
癖
に
臥
し
た
蓬
洲
は
浩
斎
に
求
め
ら
れ
『
橋
権
問
答
」
を

書
き
残
し
た
が
、
浩
斎
の
書
き
加
え
た
「
蓬
洲
先
生
行
状
」
の
一
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文
に
は
「
（
前
略
）
滝
留
中
不
酔
花
柳
、
不
迷
酒
肉
、
以
親
族
所
給

学
資
書
籍
是
購
（
後
略
）
」
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
浩
斎
の
修
業
時
代

①
高
峰
幸
庵
の
来
高
と
浩
斎
の
師
事

文
化
一
○
年
、
蓬
洲
四
九
歳
の
時
、
高
峰
幸
庵
は
越
後
高
田
よ

り
来
て
高
岡
に
止
ま
る
が
、
こ
れ
に
は
蓬
洲
の
力
が
大
き
か
っ
た
。

幸
庵
は
京
都
で
吉
益
・
賀
川
両
師
に
、
江
戸
へ
移
っ
て
杉
田
・
桂

川
・
大
槻
氏
ら
藺
方
医
に
学
び
、
と
く
に
西
洋
流
眼
科
に
優
れ
て

い
た
。
浩
斎
（
一
五
歳
）
は
父
の
す
皇
め
で
眼
科
を
学
ぶ
が
、
こ
れ

は
体
格
、
健
康
に
余
り
恵
ま
れ
な
か
っ
た
浩
斎
に
は
眼
科
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
た
蓬
洲
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

②
江
戸
芝
蘭
堂
遊
学

文
化
一
四
年
、
一
九
歳
の
浩
斎
は
江
戸
に
出
て
大
槻
玄
沢
に
約

四
か
月
師
事
し
た
が
、
こ
れ
は
幸
庵
の
手
引
き
に
よ
っ
て
い
る
。

短
い
期
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
師
弟
関
係
は
後
に
玄
沢
の
没
す
る

ま
で
続
い
た
。

③
蓬
洲
の
「
医
童
訓
」

前
記
「
橋
権
問
答
」
中
に
左
の
よ
う
な
約
四
丁
の
文
が
あ
る
。

蓬
洲
が
書
き
浩
斎
が
註
を
加
え
て
い
る
の
だ
が
、
医
家
の
童
児
の

初
学
手
ほ
ど
き
か
ら
、
外
科
の
学
び
方
を
示
し
、
さ
ら
に
「
易
を

学
ば
ざ
れ
ば
以
っ
て
大
医
と
い
う
べ
か
ら
ず
」
と
し
、
素
読
が
済

ん
だ
ら
詩
作
も
学
ぶ
よ
う
に
、
ま
た
復
文
も
大
切
と
し
て
い
る
。

「
オ
ラ
ン
ダ
流
は
わ
が
家
の
主
張
す
る
所
で
は
あ
る
が
『
他
流
を

蔑
視
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
ま
し
め
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

４
．
浩
斎
の
『
饅
甥
雑
記
」

浩
斎
の
妹
と
ら
は
佐
渡
家
に
嫁
ぎ
、
長
男
三
良
（
養
順
）
二
男
良

益
（
坪
井
信
良
）
三
男
九
鬼
秀
達
、
四
男
建
部
賢
隆
、
五
男
阿
波
加

脩
造
な
ど
男
子
五
人
を
挙
げ
す
べ
て
医
師
と
な
っ
た
が
、
天
保
九

年
三
良
が
一
九
歳
に
な
り
京
都
小
石
究
理
堂
に
向
け
旅
立
つ
に
際

し
、
浩
斎
は
紙
面
六
丁
に
わ
た
り
、
自
分
の
体
験
を
赤
裸
々
に
述

べ
、
数
々
の
助
言
や
、
い
く
つ
か
の
依
頼
を
書
き
贈
っ
て
い
る
。

口
演
に
あ
た
っ
て
は
、
時
間
の
関
係
で
右
の
う
ち
「
医
童
訓
」

と
「
饅
甥
雑
記
」
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
呉
羽
神
経
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

医
童
訓
越
中
高
岡
長
崎
寿
菜
福
著

不
肖
男
健
確
然
爽
註
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